
フ

ェ
ル

ス
タ

ー

と
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

に

つ
い
て

大

西

勝

也

は
じ
め
に
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小

論

は

、

F

.
W

.
フ

ェ
ル

ス

タ
!

(零

δ
鳥
鉱
魯

≦

旨

色
ヨ

閏
o
Φ
『鴎
電

二

八
六

九

ー

一
九

六
六

)

の

J

・
H

・
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン

(」
o
匿

§

=
一コ
ユ
o
ゴ
≦

胃
ゴ
Φ
「『

一
八

〇

八
-

一
八

八

一
)

に

つ
い
て

の
解

釈

に
注

目

し
、

そ

の
解
釈

・
評
価

の
妥

当

性

を

、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン

の
教

育
論

を

読

み
解

く

中

で
、
検

討

す

る

こ
と

を

め
ざ

し

て

い
る
。

こ

の

こ
と
は

、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

の
視

座

を

フ

ェ
ル

ス
タ

ー
自

身

の
思
想

の
広

が

り

の
内

に

捉

え
直

す

と

い
う

、

次

回
以
降

の
作

業

へ
と

つ
な

が

っ
て

い
く

。

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

は

、

そ

の
論

を

展
開

す

る
に
当

た

っ
て
、

他

の
思
想

家

が

そ
う

で

あ

る

よ
う

に
、
多

く

の
人

物

と

そ

の
思

想

に
言

及

し

て

い
る
。

そ

し

て
、

そ

の

言
及

か

ら
、

フ

ェ
ル

ス

タ
ー

が

誰

の
思

想

に
共
感

し
、
あ

る

い

は
、
誰

の
思
想

か
ら

影

響

を
受

け

た

か
が

、

あ

る

程
度

推
察

で
き

る
。

こ

こ
で
取

り
上

げ

る
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
も

そ

う
し

た

人

物

の

一
人

で
あ

る

が

、
プ

ラ
ト

ン
、
カ

ン
ト
、
あ

る

い
は
、
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ペ

ス
タ

ロ
ッ
チ

ー
の
よ
う
に
た
び

た
び
引

用
す

る
人
物

で
は
な

い
。
従

っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
フ

ェ
ル
ス
タ
ー
研
究

に
お

い
て
、

フ
ェ
ル

ス
タ
ー
と
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
関
わ
り
に

つ
い
て
主

に
論
究
す
る
も

の
は
見
当
た
ら
な

い
。
例

え
ば

、

フ
ェ
ル

ス
タ
ー
研
究

の
代
表
的

な
著

ハ
エ

　

作

と
言
え
る
、

F

・
ペ
ゲ

ラ
ー
の
研
究
書

を
み
て
も
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に

つ
い
て
の
言

及
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に
対
す

る
評
価
は
極
め

て
高
く
、
し
か
も
、
そ
の
思
想

の
根
底

に
は
相
通
ず

る

モ
チ
ー

フ

が

み
て
と
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
更

に
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
が
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
祖
国
ド
イ

ツ
に
残
し
た
足
跡
を
辿

る
と
き
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
教
育
思
想
家
並
び

に
教
育
実
践
家
と
し

て
の
位
置
は
か
な
り
大
き

い
、
と
考

え
る
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
が
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
を
重
要

な
教
育
家
と
し
て
注
目
し
、
そ

の
論
を
展
開
し

て
い
る
こ
と

の
重
み
を
見
逃
す

わ
け

に
は

い
か

な

い
。一

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
と
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
略
歴

①

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

の
略

歴

フ
リ
ー

ド

リ

ヒ

・
ヴ

ィ
ル

ヘ
ル

ム

・
フ

ェ
ル

ス
タ
ー

は

、

一
八

六
九

年

に
ベ

ル

リ

ン
で
生

れ

た
。

文

台

の
所

長

で
あ

っ
た

、
ヴ

ィ

ル

ヘ
ル
ム

・
ユ
リ

ウ

ス

・
フ

ェ
ル

ス
タ

ー

で
あ

る
。

F

・
W

・
フ

ェ
ル

ス
タ

ー

は

、

フ
リ
ー

ド

リ

ッ
ヒ

・
ヴ

ィ
ル

ヘ
ル

ム

・
ギ

ム

ナ
ジ

ウ

ム
を

経

て
、

か

け

て
、
哲

学

、

国
家

経

済

学

、

生

理
学

を

フ
ラ

イ
ブ

ル
ク

と

ベ

ル

リ

ン
で
学

ぶ

。

父
は
天
文
学
者
で
ベ
ル
リ
ン
の
天

一
八
八
九
年

か
ら

一
八
九

三
年

に
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一
八
九

二
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
の
父
は
、
新
設
さ
れ
た

「
ド
イ

ツ
倫
理
文
化
協
会
」

の
初
代
会
長

と
な
り
、
フ

ェ
ル

ス
タ
ー
自
身
は

協

力
者

と
な

る
。

一
八
九

三
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、

シ

ュ
タ
イ

ン
マ
ン
教
授

と
リ
ー
ル
教
授

と
共

に
、
ド
イ

ツ
倫
理
文

化
協
会

の
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
支

部
を
設
立
し
た
。
同
年

、
フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は

フ
ラ
イ
ブ

ル
ク

で
学
位
請
求
論
文

「
純
粋
理
性
批
判
に
至

る
カ

ン
ト
倫

理
学

の
発

展
過
程
」

を
執
筆
。
同
年

、
ド
イ

ツ
倫

理
文
化
協
会

で
の
仕
事

の
準
備

で
、

イ
ギ
リ

ス
に
旅
し
た
。

一
八
九
五
年

、
ド
イ

ツ
倫
理
文
化
協
会

の

「
社
会
倫
理
改
革

の
た
め

の
週
刊
誌
」
で
あ
る

『
倫
理
文
化
』
の
責
任
編
集
者

と
な

る
。

(
一

八
九
九
年
六

月
ま
で
。

そ
し

て
、
そ
れ
か
ら

一
九
〇
三
年
ま

で
共

同
編
集
者
を
務
め
る
。
)
同
年
、

「皇
帝

と
社
会
民
主
主
義
」

(論
文
)

を
著
わ
す
が
、

そ
れ
が
も
と

で
、
訴
訟
が
起

こ
り
、
不
敬
罪

の
有
罪
と
さ
れ
、
三
ヶ
月

の
禁
固
刑
が
言

い
渡
さ
れ
る
。

一
八
九
六
年
、
ヴ

ァ
イ

ヒ
ゼ

ル
ミ

ュ
ン
デ

・
ダ

ン
ツ
ィ
ヒ
で
三
ヶ
月
の
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

一
八
九
六
-

一
九
〇

三
年
、

チ

ュ
ー
リ

ヒ
で
、
「
国
際
倫

理
連
盟
」

の
事
務
局
長
と
な

る
。
同
時
に
、

三
ヶ
月
毎

の

「
倫
理
運
動

に

つ
い
て
の
報
告
」

の
編

集
を
ド
イ

ツ
語
、
英
語
、
そ
し
て
、

フ
ラ

ン
ス
語

で
行
う
。

一
八
九
七

一
九

〇
三
年
、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
チ

ュ
ー
リ

ヒ
と
ル

ツ
ェ
ル

ン
で
、
子
ど
も
や
青
少
年

の
た
め
の
倫
理
教
育

の
講
習

会

を
催

し
た
。

一
八
九
八
年
、
チ

ュ
ー

リ
ヒ
大
学

で
大

学
教
授
資
格
を
取
得

す
る
。
大
学
教
授
資
格
論
文

の
タ
イ
ト

ル
は
、

「意
志

の
自
由
と
倫
理

的
責
任
」
で
あ

っ
た
。

一
八
九
八
年
-

一
九

一
二
年
、
チ

ュ
ー
リ
ヒ
大
学

で
、
私
講
師
を
務
め
る
。
そ
し
て
、

一
九

〇

一
年
か
ら
、
ス
イ

ス
連
邦

の
技
術
単

科
大
学

で
も
私
講
師
を
務

め
る
。
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一
九

一
三

-

一
九

一
四

ー

一
九

一
六

年

一
九

一
七

年

、

議

す

る

。

同

年

、

位

置

づ

け

た

。

一
八
九
九
年

、
ア
メ
リ
カ
で
、
学
術
調
査
旅

行
及
び
講
演
活
動
を
行
な
う
。

こ
の
年

、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

へ
の
転
向

が
始
ま
る
。

⇒
九
〇
三
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、

「
ド
イ

ツ
倫
理
文

化
協
会
」

に
お
け
る
共
同
作
業
を
断

わ
り
、

「
国
際
倫
理
連
盟
」

の
事
務
局
長

を
退

い
た
。

一
九
〇
四
…

一
九
〇
九
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
教
育
書

の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
を
公
刊
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
全

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
言
語
に
翻
訳

さ
れ
た
。

一
九

一
〇
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー

の
書

「自
律

と
自
由
」
が
公
刊
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
文
化
と
信
仰

に
お
け

る
平
和

の
首

唱
者
と
な

っ
た
。

(

-
し

轟

る
平
和

の
発
議

を
語
り
、

ス
タ
ー

の
説

く
平
和
と
み
な
し
て
、

和
を
嘲

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

一
九

一
八
年

、
フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
著
書

「公
民
教
育

」
が
公
刊
さ
れ
る
が
、
増
補
さ
れ
た
第
三
版
以
降
は
、
¶政
治
倫

理
と
政
治
教
育
」

ナ

一
四
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

は
、

ウ

ィ
ー

ン
大

学

で
、

哲

学

と
教

育

学

の
員
外

教

授

を

務

め

る
。

.
九

二
●

年

、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大

学

で
、

教

育

学

の
正
教

授

を

務

め

る
。

、

論
文

「平

和

の
立

場

」
、

「大

ド
イ

ツ
批

判

の
光

の
中

で

の
ビ

ス

マ
ル
ク

の
仕
事

」

を

発
表

。

ウ

ィ

ー

ン
近

郊

の

ラ
イ

ヒ

ェ
ナ
ウ

城

で
、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

は

、

カ

ー

ル
皇
帝

と
、

ド
ナ

ウ

王

国

の
再

編

に

つ

い
て
協

フ

ェ
ル

ス
タ

ー
は

、

著

書

「教

育

と

自

己

教
育

」
を

公

刊

す

る

。
彼

は

こ

の
自

著

を

「教

育

の
哲

学

」

へ
の
試

み

と

同

年
、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

は

、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
の
ホ

テ

ル

「
四
季

」

で
、

大

勢

の
聴

衆

に
向

か

っ
て
ウ

ィ

ル

ソ

ン
の
首

唱

す

説

明

し
た

。

そ

れ

に
対

し

て
、

ド

イ

ツ
国
内

の
諸

々

の
新

聞

は

、

ウ

ィ

ル

ソ

ン

の
首

唱

す

る

平
和

を

フ

ェ
ル

中

傷

し

た
。

そ
も

そ
も

、

ド

イ

ツ
国

内

の
諸

々

の
新

聞

は
、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

が

言

う

と

こ
ろ

の
平
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と
改
題
さ

れ
る
。

一
九

一
八

一
九

一
九
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、

ス
イ

ス
に
お
け
る
バ
イ

エ
ル

ン
政
府

の
公
使

を
務
め
る
。

一
九

一
九
年
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
す

で
に
第

一
次
世
界
大
戦
時

に
記
し

て
い
た
書

「
世
界
政
治

と
世
界

の
良
心
」
を
出
版

し
た
。
同

年
、

「新
チ

ュ
ー
リ
ヒ
新
聞
」

の
紙
上

で
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
パ
リ

・
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
条
約
草
案

を
公
然
と
拒
否

し
た
。

一
九

二
〇
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
週
刊
誌

『
人
道
』

で
、
平
和

に

つ
い
て
の
自
ら

の
声
明
を
公

に
し
た
。
そ

こ
に
は
、
ド
イ

ツ
の

政
治
的
再
生

の
た
め
の
三
十
六

の
指
導
原
理
が
記
さ
れ

て
い
る
。
同
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
!
は
ポ
1

ラ
ン
ド
の
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー

の

一
員

に
選
ば

れ
た

。

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
「
軍
国
主
義
的
か

つ
国
家
主
義
的
ド
イ

ツ
に
対
す
る
私

の
闘

い
」
と

い
う
自
伝
的
書
を
公
刊
し
た
が
、

こ
の
書

に
よ

っ
て
、
と
り
わ
け
好
戦
的

・
国
家
主
義
的

人
た
ち
は

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
を
憎

む
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九

一
=

1

一
九

二
八
年
、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
平
和
主
義
を
主
唱
す

る
定
期
刊
行
物

『
人
道
』

の
指
導
的
協
力
者
と
し

て
、
平
和

の
た
め

の
政

治
的
成
人
教
育

に
関
わ

る
お
よ
そ
千

四
百

の
緊
急

の
寄
稿
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
的
成
人
教
育

に

つ
い
て
の
フ

ェ

ル
ス
タ
ー

の
ス
タ

ン
ダ

ー
ド
的
作
品
と
も
言
え
る

「
キ
リ

ス
ト
と
人
間
的
生
」
が
公
刊
さ
れ
る
。

同
年
、
雑
誌

『
人
道
』

に
掲
載
さ
れ

た

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

の
論
文
を
集

め
た
、
「
フ

ェ
ル
ス
タ
ー
論
文
集

1
」
が
刊
行

さ
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
は

「応
用
さ
れ
る
政
治
倫
理
」
で
あ

っ
た
。

一
九

二
ニ
ー

一
九

二
六
年
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
家
族
と
共

に
ス
イ

ス
で
生
活
を
す
る
。

一
九

二
一二
年

、
著
作

「
青
少
年

の
心
、
青
少
年

運
動
、
青
少
年

の
目
標

」
に
よ
り
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
ド
イ

ツ
の
青
少
年
を
世
界

平
和

の
構
築

の
た
め
の
協
働

へ
と
鼓
舞

し
よ
う
と
し
た
。

一
九

二
四
年
、
雑
誌

『
人
道
』

に
掲
載
さ
れ
た

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
論
文
を
集
め
た
、
「
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
論
文
集

H
」
が
刊
行

さ
れ
た
。

タ

イ
ト

ル
は
、
論
文
集

1
と
同
じ
。
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一
九

二
五
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
宗
教
教
育

の
作
品

「
宗
教

と
性
格
陶
冶
」
を
チ

ュ
ー
リ
ヒ
と
ラ
イ
プ

チ

ヒ
に
て
公
刊
し
た
。

一
九

二
六
ー

一
九
三
七
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
家
族

と
共

に
パ
リ
で
生
活
を
行
な
う
。

一
九

二
六
年
、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、

ド
イ

ツ
国
民

の
キ
リ

ス
ト
教

的
革
新

の
た
め
の
指
導

原
理
を
含

ん
だ
小

さ
な
著
作

「祖

国
愛
、

国
家
主
義
、
そ
し

て
、
キ
リ

ス
ト
教
」
を
ベ
ル
リ

ン
で
公
刊
し
た
。

一
九

三
〇
ー

一
九
三
三
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
パ
リ
か
ら
、
ベ
ル
リ

ン
に
い
た
友
人

の

ハ
ン
ス

・
シ

ュ
ヴ

ァ
ン
を
通
し

て
、
自
分

の
雑
誌

『
時
代
』
を
、
根
本
的

な
平
和

へ
の
方
向
づ

け
と
な

る
べ
く
、
出
版
し
た
。

一
九

三
二
年
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、

ベ
ル
リ

ン
で

「世
界

の
危
機

と
心
の
危
機
」
、
そ
し

て
、
「
戦
争

と
い
う
罪
の
支
配
的
特
徴
」

と

い
う

二

つ
の
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を
公
刊

し
た
。

一
九

三
一二
年
、
フ

ェ
ル
ス
タ
ー
の
全
作
品
が
、
国
家
主
義
者

に
よ
り
禁
じ
ら
れ
た
第

一
の
リ

ス
ト

に
載

っ
た
。
同
年
、
フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
名

は
、
ナ
チ

ス
政
府

に
よ
り
ド
イ

ツ
国
籍
を
は
く
奪

さ
れ
る
第

一
の
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た
。
同
年
、
フ
ェ
ル
ス
タ
!

は
、
セ

ン
セ
ー

シ
ョ
ン
を
ま
き
起

し
た
、
ナ
チ

ス

・
ド
イ

ツ
に
反
対
す
る
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を
公
刊
し
た
。

即
ち
、

「ド
イ

ツ
国
民

の
致
命
的
病
気

」
。

一
九

三

四
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
チ

ュ
ー
リ

ヒ
で
、

二

つ
の
小

さ
な
教
育
書
を

公
刊
し
た
。

即
ち
、

「私

た
ち
は
毎

日
何
を
体
験

す
る

の
か
。
少
年
少
女

と
の
対
話
」
、
そ
し

て
、

「性
格
吟
味
。
青
少
年

へ
の
こ
と
ば
」
。

一
九

三
五
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
ル

ツ
ェ
ル

ン
で
時
代
批
判

の
書

「永
遠

の
光

と
人
間
の
暗
黒
」
を
著

し
た
。
同
年

、

フ
ェ
ル
ス

タ
ー
は
、
良
心
を
失

っ
た

国
家
主
義

の
こ
と
を
ヴ

ァ
チ
カ

ン
に
訴
え
た
。

一
九

三
六
年

、
フ
ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
ル
ツ

ェ
ル

ン
で
、
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
最
後

の
教
育
書

「古

い
教
育
と
新
し

い
教
育
」

を
公
刊
し
た
。
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一
九

三
七
ー

一
九

四
〇
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
家
族

と
共

に
ス
イ

ス
近
く

の
サ
ヴ

ォ
イ

(
フ
ラ

ン
ス
南
東
部
)

の
小
村

モ
ル
ネ

に

住

ん
だ

。

一
九

三
八
年
、
教
皇

ピ
ウ

ス
六
世
が
、
ザ

ル

ツ
ブ

ル
グ
司
教
ジ
ギ

ス
ム

ン
ト
博
士
を
通
し

て
、

フ

ェ
ル
ス
タ
!
に
、
そ
の
宗
教
的
教

育
活
動

に
対
し

て
、
祝
福

を
伝

え
た
。

一
九

四
〇
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
ナ
チ
ズ
ム
を
逃
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ス
ペ
イ

ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ

ロ
、

そ

し

て
、

ア
メ
リ
カ

へ
と
移
り
住
ん
だ
。

一
九

四
〇
ー

一
九
六

三
年

、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
家
族
と
共

に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
生
活
を
す
る
。

一
九

四
八
年
、

ラ
イ
プ

チ

ヒ
大
学

の
神
学
部

(プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
)
が
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

に
、

「文
化
哲
学
者
」
及
び

「
国
民

の
教

育
者
」

と
し

て
称
号
を
与
え
た
。

一
九
五

一
年

、
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ヴ

ィ
ル

ヘ
ル
ム

・
フ
ェ
ル

ス
タ
ー
協
会
」
が
ボ

ン
に
設
立
さ
れ
る
。

一
九
五
三
年

、

フ
ェ
ル
ス
タ
!

の
回
顧
録

「
体
験
さ
れ
た
世
界
史

・
一
八
六
九
ー

一
九

五
三
」
が
出
版
さ
れ

る
。

↓
九

五
九
年

、
教
皇

ヨ

ハ
ネ

ス
ニ
十
三
世

は
、
タ
ル
デ

ィ
ー

二
枢
機
卿
を
通
し

て
、
九
十
歳

の
教
育
学
者
か

つ
著
名
な
著
述
家

に
、

祝
福
を
伝

え
た
。

同
年

、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

の

ヘ
ル
ダ

i
・ポ

ケ

ッ
ト
ブ

ッ
ク

「
ユ
ダ

ヤ
人
問
題
。
イ

ス
ラ

エ
ル
の
不
可
思
議

に

つ
い
て
」

が
公
刊
さ
れ
る
。

一
九
六

一
年
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
そ

の
政
治
的
遺
言
状

と
も
言
わ
れ
た
書

「
ド
イ

ツ
史
と
政
治
倫
理
」
を
公
刊
し
た
。

一
九
六

三
年
-

一
九
六

六
年
、
年
老

い
た

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
チ

ュ
ー
リ
ヒ
近

郊

の
キ
ル

ヒ
ベ
ル
ク

の
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
で
暮
ら

し
、

そ

こ
で
死
を
迎

え
た
。
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一
九

六

三
年

、

教

皇

パ

ウ

ロ
六

世

は
、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

に
挨

拶

と
祝

福

の

こ
と
ば

を

伝

え

た
。

一
九

六

四
年

、

ド

イ

ツ
連
邦

共

和

国
大

統

領

ハ
イ

ン
リ

ヒ

・
リ

ュ
ー

ブ

ケ

は
、

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

の
九

十

五
歳

の
誕

生

日

を
祝

っ
た

。

一
九

六

六

年

、
フ

ェ
ル

ス
タ

ー

の
死
後

、
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

、
カ

ト

リ

ッ
ク

、
そ

し

て
、

ユ
ダ

ヤ
教

の
信

者

の
指

導

者

た

ち

が

、
フ

ェ

へ
　
レ

ル

ス
タ
ー
を
、
最
後

の
時
ま

で
宗

教
的

平
安

の
道
を
開
く
人
間

で
あ

っ
た
、
と
証

し
た
。

②
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
略
歴

ヨ

ハ
ン

・
ヒ
ン
リ

ヒ

・
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、

一
八
〇
八
年
、

ハ
ン
ブ
ル
ク

に
生
ま
れ
た
。
父
は
法
務
官

で
あ

っ
た
。

一
八

二
八
-

一
八
三

一
年

、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、
ゲ

ッ
チ

ン
ゲ

ン
や
ベ
ル
リ

ン
の
大
学

で
学
ぶ
。

ル
タ
ー
、
シ

ュ
ラ
イ

エ
ル

マ
ッ

ハ
ー
、

リ

ユ
ッ
ケ

(
シ

ュ
ラ
イ

エ
ル

マ
ッ

ハ
ー

の
弟
子
)
、
信
仰
覚

醒
運
動

の
担

い
手

で
あ

っ
た

コ
ッ
ト
ヴ

ィ

ッ
ツ
や
ネ
ア

ン
ダ
ー

ら

の
影
響

を
受
け

る
。

一
八
三
二
年
、

ハ
ン
ブ
ル
ク

で
神
学
試
験

に
合
格
し
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

の
信
仰
覚
醒
運
動

の
指
導
者
ラ
オ

テ

ン
ブ

ル
ク
牧
師

が
設
立

し

た
日
曜
学
校

で
働
く
。

一
八
三
三
年

、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

に
、
不
良

で
誤

っ
た
道

に
入

っ
た

子
ど
も
た
ち

の
た
め

の
教
育
施
設

「
ラ
オ

エ
ス

.

ハ
ウ

ス
」
を
設
立

す
る
。

一
八

四
四
年

、
ド
イ

ツ
の
国
内
的
規
模

で
の
キ
リ

ス
ト
教
社
会
教
育
運
動
、
所
謂
、
「
国
内
伝
道
」

の
実
現

に
向
け
て
の
機
関
誌

「
ブ

リ
ー
ゲ

ン
デ

・
ブ

レ

ッ
タ
ー
」
を
公
刊
す

る
。

一
八
四
八
年
、
ヴ

ィ

ッ
テ

ン
ベ
ル
ク

の
ド
イ

ツ
福
音
主
義
教
会
会
議

に
お
け
る
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
国
内
伝
道

に

つ
い
て
の
演
説
。



一
八

四
九
年
、
プ

ロ
イ
セ

ン
政
府

及
び

福
音
主
義
教
会

の
公
認

の
下
に
、
国
内
伝

道

の
歩

み
が

開
始
さ
れ
る
。
(
尚
、

ラ
オ

エ
ス

・

ハ
ウ

ス
の
活
動

は
、
国
内
伝
道

の

一
部

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
)
同
年
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
主
著

「ド
イ

ツ
福
音
主
義

教
会

の

国
内
伝
道
」
が

公
刊
さ
れ

る
。

↓
八
五
七
年
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
は
、
プ

ロ
イ
セ

ン
政
府
よ
り
、
内
務
省
委
任
顧
問
官

と
し

て
プ

ロ
イ
セ

ン
の
刑
務
所
制
度

の
監
督
及
び

改
善
を
委
託
さ
れ

る
。

一
八
五
八
年
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、
第

二
の
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
と
も
言
え
る

「
ヨ

ハ
ネ

ス

・
シ

ュ
テ
ィ

フ
ト
」
を
ベ
ル
リ

ン
に
創
設

し
た
。

ハ
ヨ

　

一
八
八

一
年
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
永
眠
。

国
内
伝
道
は
、
第

二
次
世
界
大
戦

の

一
時
期
を
除

い
て
最
近
ま

で
活
動
を
続
け

て
い
る
。

一
九
七
六
年

に
、
国
内
伝
道
と
、
第

二
次

世
界
大
戦
後

に
組
織

さ
れ
た

「福
音
主
義
救
済
事
業
局
」

と
が
合
同
し

て

「奉
仕
事

業
局
」
と
な
り
、
最
近
に
至

っ
て
い
る
。
ラ
オ

エ

ス

・
ハ
ウ

ス
も

ヨ

ハ
ネ
ス

・
シ

ュ
テ
ィ

フ
ト
の
活
動
も
同
様

で
あ
る
。
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略
歴
に
も
表
わ
れ

て

い
る
よ
う
に
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
が
主

に
思
想
家

と
し

て
活

躍
し
た
の
に
対

し
て
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
は
主

に
実
践
家

と
し

て
本
領
を
発
揮

し
た
、
と
言
え
る
。

と
は
言

え
、

二
人

と
も
ド
イ

ツ
の
教
育
界

に
精
神
的
影
響
を
与
え
た

こ
と
は
確

か
で
あ

る
。
今

日
で
も

そ
の
著
作
は
古
典
的
名
著
と

　
イ

　

し

て
読
ま
れ

て

い
る
し
、

ま
た
、
同
じ
く
古
典
的
名
著
と
し

て
評
さ
れ

る
H

・
ノ
ー
ル

の
主
著

「
ド
イ

ツ
に
お
け
る
教
育

運
動
と
そ

で
こ

の
理
論
」

に
お

い
て
も
、

二
人

の
教
育
史
上

の
貢
献

・
業
績

に

つ
い
て
言

及
さ
れ

て
い
る
。
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フ
ェ
ル
ス
タ

ー
の
精

神
は

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
協
会

に
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
精
神

は
奉
仕
事
業

局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
的
形
態

と
し

て
も
引

き
継
が
れ

て

い
る
。

　
ら

ソ

ま
た
、
現
在

、
口
本

に
お
け
る
西
洋
教
育
史

の
テ
キ

ス
ト

の
ス
タ

ン
ダ

!
ド

の

一
つ
と
言

え
る
、
長
尾
十
三
二
の

「
西
洋
教
育
史
」

に
も
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
と
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
取
り
上
げ

ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た

こ
と
か
ら
み

て
も
、

二
人
に
対
し

て

一
定

の
評
価
が
定
着

し
て

い
る
と
み

て
よ

い
。

二
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

さ

て
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
諸

々
の
著
書
名

か
ら
も
う

か
が

え
る
よ
う

に
、

フ

ェ
ル

ス
タ
i
思
想

に
お

い
て
重
要

と
思
わ
れ
る
概
念
、

別
様

に
言
う

な
ら
ば
、

キ
ー

ワ
ー
ド
が

い
く

つ
か
あ
る
。
自
由
、
従
順
、
自
律
、
権
威
、
平
和
、
倫

理
、
文
化
、
政

治
、
民
主
主
義
、

宗

教
、
性
格
、

意
志
、
罪
、
償

い
、
罰

、
国
家
、
公
民
教
育

…
。

こ
の
フ

ェ
ル

ス
タ
ー
が
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
の
思
想
や
活
動
を
ど

の
よ
う

に
解
釈

・評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
捉
え
方
は
妥
当
だ

っ

た

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
点

に

つ
い
て
考
察

を
加
え

て
み
る
。
そ
の
際
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価
に
関
わ
る
と
思
わ

れ
る
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
言
説
を
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
が
直
接
言
及
し

て
い
な

い
箇
所
も
視

野
に
入
れ

て
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
と

い
う

の
も
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
自
身

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に

つ
い
て
の
叙
述
は
分
量
的

に
多

い
と
は
言

え
ず

、
説
明
が
十
分

に
さ
れ

て
い
る
と
は
言

え
な

い
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
説
明
を
逆

に
補
う
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
言
説
を
取
り
出
し
、
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
解
釈

・
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評
価

の
意
味
連

関
が
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に
即
し
て
生
き
生

き
と
し
た
も

の
に
な
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。

フ
ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に
対
す
る
評
価
を
要
約
す
る
と
、
お
よ
そ
次

の
四
点
に
集
約

で
き

る
。

第

一
に
、
「
危

険
に
さ
ら
さ
れ
堕
落

し
た
青
少
年

に
対

す
る
自

由
精
神

の
教
育

の
意
義

に

つ
い
て
完
全
な
原
理
的

理
解
を
有

し
た
、

ハ
ア

　

数
少
な

い
キ
リ

ス
ト
教
的
教
育

(学
)
者

の

一
人
」
と

い
う
評
価
。

第

二
に
、

「荒

れ
た
青

少
年

に
対

し

て
圧
制
的
な
監
督
や
締
め

つ
け
の
厳
し
さ
は
、
最
悪

の
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ

る
、
と

い
う

　
　
ね

一
貫
し

た
信
念

に
よ
り
、
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
の
紀
律

の
形
成
を
果
た
し
」
、

そ
し
て
、

「指
導
者

と
生
徒

の
愛
情

に
満
ち

た
協

同
を

　
　

　

本
質

と
す

る
、

と
て
も
注
意

の
行
き

と
ど

い
た
監
督
を
心
が
け
た
」
と

い
う
評
価
。

　り

第

三
に
、
第

二
の
評
価

に
関
連
す
る
も

の
で
あ

る
が
、
「
手
に
棒
を
も

っ
て
指
導

し
監
督
す

る

こ
と
を
承
認

し
な
か

っ
た
」
、
し
か
し
、

　
ロ
　

「
棒

の
不
在

は
、
決

し
て
罰

の
放
棄

を
意
味
し

て
い
な

か

っ
た
」
と

い
う
評
価
。

第

四
に
、
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
に
お
け
る
教
育
活
動

が
、
制
度
や
シ
ス
テ
ム
と
し

て
形
式
的

・
機
械
的
な
機
能

に
陥
ら
な

い
よ
う
に
、

　
ぼ
　

一
人

一
人

の
人
格

へ
の
生
き
生
き
と
し
た
柔
軟
な
働

き
か
け
を
大
切
に
し
た

こ
と

へ
の
評
価
。

三
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

に

つ
い
て

の
検
討

①
ま
ず
第

一
の
点

で
あ

る
が
、
不

思
議
な

こ
と
に
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
教
育
思
想

や
活
動

に
お

い
て
、
自
由

と

い
う
概
念
が

ラ
イ
ト

モ
チ
ー
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フ
と
し

て
掲
げ

ら
れ

る

こ
と
は
な

い
し
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
諸

々

の
著
作

や
論
文

の
タ

イ
ト
ル
に
自
由
と

い
う
語
句
は
見
当
た
ら
な

い
。

ま
た
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
自
由

に

つ
い
て
の
叙
述

も
分
量
的

に
目
を
引
く

も
の
で
は
な

い
。

し
か

し
、
そ

の
叙
述

を
よ
く
読
ん

で
み
る
と
、
彼

の
教
育
論
に
お

い
て
、
自
由
精
神

は
、
実
質
的

な
ラ
イ
ト

モ
チ
ー
フ
の

一
つ
で
あ

る
こ
と
が
、
わ
か
る
。

ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
が

「
自
由

」
と
言
う

と
き
、
そ

こ
に
は
、

二

つ
の
自
由

概
念
が
想
定

さ
れ

て

い
る
。

一
つ
は

「
積
極
的
自
由
」

(
臼
Φ

　
ロ
　

℃
8

三
く
Φ
胃

Φ
野
魯

)

で
あ

り

、

そ

し

て
、
も

う

一
つ
は

「消

極

的
自

由

」

(臼
Φ
コ
Φ
σ。
怨

く
Φ
零
o
ぎ
魯

)

で
あ

る
。

彼

に
お

い
て
、
真

の

自

由

と

は

、
積

極
的

自

由

、

即
ち

、

「内

的

自

由

」

(9
Φ
ぎ
コ
Φ
『Φ
胃

Φ
ぎ
Φ
こ

の

こ
と
を

指

し

て

い
る
。

そ
れ

は

、

「
こ

の
世

に

お

け

る

罪

と

、

神

か

ら

の
離

反

を

克

服

す

る
」

と

い
う

、

キ

リ

ス
ト
者

の
向

か

う

べ

き
理

念

を

示

し

て

い
る
。
換

言

す

る

と

、

こ

の
自
由

は
信

　
け
　

仰

に
よ

っ
て

の
み
得

ら
れ

る
も

の
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
「
人
間

の
生
活

は
、

こ
の
信
仰

の
力
に
よ

っ
て
真
に
キ
リ

ス
ト

の
中

に
根
ざ

　
ほ

　

す
限
り

に
お

い
て
、
自
由

な

の
で
あ
る
」
と

い
う
指
摘
が
そ
れ
を
端
的

に
言

い
表

わ
し
て

い
る
。

　
い

　

そ
れ

に
対
し

て
、
消
極
的
と
は
、

¶外
的
自
由

」
(9
Φ
o
島

臼
Φ
即
Φ
ぎ
①
こ

の
こ
と

で
あ
り
、
人
間
が
、

キ
リ

ス
ト
教
信
仰

と
は
関

わ
り
な
く
、
自
然
的

・
主

体
的

に
行
使

で
き
る
自
由
を
指
し

て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ
は
、

こ
の
世
に
お

い
て
人
間
自

身
が
主
体
的

に
判
断
し
、
行
為
を
選

べ
る
状
態

を
第

一
義
と
し
た
概
念

と
言

え
る
。
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
場
合
、

こ
の
消
極
的
自
由
は
、
積

極
的
自
由

の
実
現

に
向
け

て
用

い
ら
れ

て
こ
そ
、
意
義
を
有
す
る
も

の
、

と
さ
れ
る
。
即
ち
、
第

二
義
的
な
位
置
づ
け

で
あ
る
。

　
り
　

そ
し

て
、
教
育

の
目
的

は
、
積
極
的
自
由

・
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由

へ
と
人
間

の
精
神
を
導

く
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
考
え
方

は
、

ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
固
有

の
も

の
で
は
な
く
、

キ
リ
ス
ト
教
的
視
座

の
根
本
的
特
徴

で
あ
り
、
内
在

の
宗
教
と
し

て
の
自
然
宗
教
や
、
人
間

の

内

に
自
然
的
根
拠

を
有

す
る
人
道

と

一
線
を
画
し
、
論
争

・
対
立
を
生

み
出
す
契
機
と
も
な

っ
た
。

(
必
ず

し
も
そ
う
な

る
と

い
う

こ
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と
で
は
な

い
)
。

と

こ
ろ
で
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー
は
、
キ
リ

ス
ト
教

至
上
主
義
者

で
は
な
か

っ
た
が
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
そ

の
思
想

の
基
盤

に
置

い
て

い
た

こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
先

に
述

べ
た
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由

の
考

え
を
有
し

て
い
る
。

そ
れ

で
は
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由

の
精
神
を
專
ら
評
価

し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由

に
向
け

て
の
教
育

の
主
張

と

い
う

の
で
あ
れ
ば

、
そ
れ
は
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に
限

っ
た

こ
と

で
は
な
く
、
数
多
く

の
キ
リ
ス

ト
教
的
教
育

の
推
進
者

に
も
当

て
は
ま

る
か
ら
し

て
、
と
り
わ
け
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
名

を
挙
げ

る
ま

で
も
な

い
。

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
が
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
を

「
自
由
精
神

の
教
育
」
に
理
解
を
有
し
た

「
数
少

な

い
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育

(
学
〕
者

の

一
人
」
と
持
ち
上
げ

る
の
は
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
表

現

で
言
え
ば
、
積
極
的
自
由

と
関
わ
る
消
極
的
自
由

へ
の
教
育
的
配
慮

の
話

で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
根
本
的

に

は
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由

の
精
神

に
規
定
さ
れ

つ
つ
、
キ
リ

ス
ト
教
概
念
を
用

い
ず

と
も

そ
れ
自
体

と
し
て
取
り
上
げ
う
る

(表
現
し
う

る
)
人
間

の
主
体
的
自
由
や
自
律
性

に
関
わ

っ
て
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
教
育
的

思
惟
と
実
践
を
評
価

し
て

い
る

の
で
は
な

い
か
、
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、
ラ
オ

エ
ス
・
ハ
ウ

ス
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち

の
様

子
に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
言
う
。

「親

の
い
か
な
る
真
剣

さ
も
、

兄
弟

の

い
か
な
る
願

い
も
、
教
師

の
い
か
な
る
懲
戒

も
、
そ

の
意
志
を

屈
服
さ
せ
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
、
飼

い
慣
ら
さ
れ
ず

管
理
で

　
ぼ
　

き
な

い
多
く

の
少
年

た
ち
は

…
自

由
に
喜

ん

で
、
自

分
た
ち
に
強
烈
な
印
象

を
与

え
る
生
活
領
域

に
没
頭
す

る
。
」

こ
こ
で
は
、
外
部

か
ら

の
働

き
か
け
や
強
要
を
拒
否
し
た
子
ど
も
た
ち

の
、
主
体

性
、
内
面
性
や
自
発
性

に
光
が
当

て
ら
れ

て

い
る
。

こ
の
子
ど

も
た
ち

に

「
不
愉

快
や
あ
き

ら
め
」
、
あ

る

い
は
、

「
と
り

つ
く
ろ

い
」

は
無
縁

と
さ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、

ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
は
、
「
矯
正

施
設

と
は
本
質
的

に
異
な

っ
た
救
護

の
家

(色
窃

幻
Φ
#
量

α。
匂。冨

蕊

)
と
し
て
の
家
庭

」

で
あ
り
、
そ

こ
で
は

「活
発
に
動
け

る

こ
と
の
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ハ

　

自

由

」

(島
Φ
写

①
ぎ
Φ
一箆

Φ
『
口d
Φ
≦
Φ
αq
⊆
コ
α。
)

が

尊
重

さ

れ

て

い
る
か

ら

で
あ

る
。

そ

れ

は

、

自

助

の
精

神

、

生

活

の
規

則

や
協

力

が
大

切

に
さ

れ

る
場

で
あ

る

と
同

時

に

、
く

つ
ろ

い
だ

、

あ

た

た

か
な

雰

囲
気

が

あ

　
　
　

り
、

一
人

一
人
が
大

事

に
さ

れ
る
と

い
う
実
感

を
も

て
る
場

で
あ

る
。
そ

の
場

に
お

い
て
は
、
個
人

の
主
体
的
選
択

の
余
地

が
、
内

的
及
び
外
的

に
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
自
由

の
本
質
を
な
す
、
個
人

の
意
志

(行
為

の
動
因
)

の
実
現
と
、
そ
れ
を

可
能

に
す
る
物

理
的

・
空
間
的

・
制
度
的
環
境

の
開
放
性

が
あ
る
程
度
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

物

理
的

・
空

間
的
環
境

と

い
う
観
点

で
み
る
な
ら
ば

、
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
の

「
壁
や
屋
根
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
越
え
た
り
、

　
お

　

飛
び
降

り
た
り

で
き
な

い
ほ
ど

に
は
高
く

な

い
」

の
で
あ

り
、
従

っ
て
、

そ
れ
は
、
逃
げ

出
そ
う

と
す
れ
ば

逃
げ
出

せ
る
よ
う
な
環

境

と
言

っ
て
よ

い
。

つ
ま
り
、
物

理
的

・
空
間
的

に
閉
鎖
的

・
抑
圧
的

で
な

い
場
、
あ

る

い
は
、
そ

こ
に
留
ま
る

こ
と
も
、
ま
た
、
そ

こ
か
ら
出
る

こ
と
も

で
き
る
場

な
の
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る

一
つ
の
信
頼

の
あ

ら
わ
れ
と
も
と
れ
る
。

ま
た
、
制
度
的
環
境
と

い
う
観
点

で
み
る
と
、
第

四
の
点

に
も
関
わ
る

の
で
あ
る
が
、
子
ど
も
が
施
設

か
ら
逃
げ
た
ら
、
心
配
し
て

捜
す

こ
と
は
す

る
が
、
子
ど
も
が
発
見
さ
れ
た
と
き
、
再
び
施
設

に
受
け
入
れ
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
子
ど
も
本

人

の
意
志
に
か

か

っ
て
い
る
。
自
分

か
ら
立
ち
戻

っ
た
と
き
は
、
拒
否
す
る

こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
。
自
由
意
志
が
尊
重

さ
れ

る
。
し
か
も
、
本
人
が

あ

　

施
設

に
戻
ろ
う
と
す
る

の
な
ら
ば
、
施
設

の
仲

間
た
ち
は
喜
ん
で
迎

え
人
れ
る
。
そ

こ
に
は
、
自
由

と
協
力

の
交
錯
が
あ
る
、
と
言

っ

て
よ

い
。
制
度
的

に
み

て
、
子
ど
も

の
扱

い
は
機
械
的

で
な
く
、

一
人

一
人

に
柔
軟

に
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
。

ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
に
お
け
る

「活
発

に
動
け
る

こ
と
の
自
由
」
に
関
わ

っ
て
注

目
さ
れ
る

の
が
、
労
働

と
遊
び
で
あ
る
。
遊
び
が

自
由
時
間

で
あ
る

こ
と
は
言

う
ま

で
も
な

い
が
、
労
働

に
は
、
施
設

の
生
活

で
毎
日
必
要
と
さ
れ

る
規
則
的
労
働
と
、
自
分

の
興
味

.

　
ハ

　

関
心

に
従

っ
て
選

ん
で
行

え
る
労
働

と
が
あ
る
。
個
人

の
好

き

に
選
べ
る

こ
と
が
ら

と
、
す

べ

て
の
個
人
が
共
通

に
や
る
べ
き

こ
と
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が
ら
と
が
あ
る
と

い
う

こ
と
、
そ
し

て
、

こ
の
こ
と
が
教
育
施
設

で
あ

る
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
に
と

っ
て
不
可
欠
な
要
件

と
な

っ
て
い

る
、
と
考

え
ら

れ
る
。

ま
た
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
、
自
由

に
関
わ

る
独
特

の
教
育
的
配
慮
が
み

て
と
れ
る
例
と
し

て
挙
げ

る

こ
と
が
で
き

る
の
が
、
「
自
由

の

は
く
奪
」

(9
Φ
年
Φ
箭
Φ
一冨
三
N一9

ロ
コ

αq
)

と

い
う
罰
概
念

で
あ

る
。
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
言
う
。

「自
由

の
悪
用
が
起

こ

っ
た
と
き

の
み
、
教

育
世

界
に
お

い
て
、
自
由

の
は
く
奪

が
行
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
自
由

の
価
値
に
由
来
す

る
の
だ
が
、
自
由
が
悪
用
さ
れ
た

と
き
に
、
自

由

の
価
値
を
正
当

に
認
識
せ
ん
が
た

め
に
、
起

こ
る

の
で
あ

る
。

…
例

え
ば
、
少
年
が
授
業

や
遊
び

に
お

い
て
注
意
力
が
散
漫
だ

っ
た

り
、
人

の
邪
魔

を
し
た
り
し
た
ら
、
彼
は
、
他

の
人
た
ち
と
共

に
応
答

し
た
り
遊
ん
だ

り
し
て
は
な
ら
ず
、
た
だ
自
分
自
身
を
反
省
し

へ
れ
　

な
く

て
は
な

ら
な

い
。
」
あ
る
も
の
や
あ

る
こ
と

の
価
値

や
意
味
が
強

く
認
識
さ

れ
る
の
は
、
一
つ
に
、
そ
れ
が
欠
如
し
た
と
き

で
あ
る
。

自
由

の
は
く
奪
と

い
う
罰
は
、
自
由

と
そ
れ
を
行
使
す
る
自

己
に

つ
い
て
の
反
省

の
契
機
と
し
て
、

子
ど
も
に
適
用
さ
れ

る
。

こ
う
し

て
み

て
み
る
と
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
自
由
精
神

に

つ
い
て
の
教
育
的
思
惟

に
は
、
自
由
な
教

育
と
自
由

へ
の
教
育
と

い
う

二
面

性

が
あ
る
、
と
思
わ
れ

る
。

「自
由
な
」
と

い
う

の
は
、
子
ど

も
た
ち
が
主
体
的

か

つ
随
意
的

に
選
択

で
き

る
と

い
う
意
味

で

の
自
由
が
、

あ

る
程
度

認
め
ら

れ
た
環
境

で
あ

る
と

い
う

こ
と
、
そ
し

て
、
「
自
由

へ
」
と

い
う

の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
真

の
自
律

・
自
立

に
向
け

て
教
育
的
に
配
慮

さ
れ
る

こ
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
意

味
し

て
い
る
。
後
者

の
自
律

・
自
立
と
は
、
主
体
的

か
つ
随
意
的

に
判
断

で
き
る
だ

け

で
な
く
、
ル
1
ル
を
守

り
、
他
者
と

の
協
力

や
自
分

の
責
任
を
果
た
し
、
必
要
と
あ
ら
ば
自
己

(
の
欲
求
)
を
抑
制
し
、

理
性
的

な

判
断

と
行
動
が

と
れ
る
、
自
由
な
状
態

で
あ
る
。
従

っ
て
、
自
由

へ
の
教
育

に
お

い
て
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、
子
ど
も
が
必
ず

し
も

最
初

か
ら
主
体
的

に
欲

し
た
り
理
解

す
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と

(
例
え
ば
、
共
通

の
労
働

や
ル
ー
ル
、
罰

な
ど
)
を
子
ど
も
た
ち
に
課
す
と

い
う
面
を
保
持

す
る

の
で
あ

る
。
そ
れ

は
、
そ

の
生
活
過
程

で
子
ど
も
が
進

ん
で
主
体
的
に
自
律

・
自
立
に
向
か

っ
て
変
容

す
る

こ
と
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の
手
助
け

の
契
機

と
し

て
存
立
す
る
。

以
上

の
よ
う
な
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
自
由
を
め
ぐ
る
教
育
論

に
は
、

で
き
る
だ

け
外
的
抑
圧
を
な
く
し
、
子
ど
も

の
自
由

や
個
性
を
尊

重
し
、

子
ど
も

に
愛
情

を
注

ぐ
と

い
う
基
本
的
姿
勢
が
み

て
と
れ
る
。

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

に
言
わ
せ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
伝
統
的
な
キ

リ
ス
ト
教
的
教
育

は
、
多

く

の
場
合

、
と
り
わ
け
、
不
良

の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
お

い
て
、
抑
圧
的

で
あ

っ
た
。

そ
う
し
た
傾
向

に

対

し
て
、
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育

の
土
壌

に
あ

り
な
が
ら
、
子
ど

も

の
自
由
や
人
格
を
大
切

に
し
た
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
教
育
論

と

そ

の
実
践
は
歴
史
上
注

目
に
値
す

る
も

の
で
あ

っ
た
し
、

そ
の
フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
解
釈

.
評
価

も
適
切
で
あ

っ
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。

次

の
フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
こ
と
ば

に
は
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

に

つ
な
が
る
、
伝
統
的
な
キ
リ

ス
ト
教
的
教
育

に

つ
い
て
の
批
判
的
視
座

が
含
ま

れ
て

い
る
。

「
確

か

に
、
教
護

教
育

は
、
今
も
な
お
、
古

い
誤
り
を
普
遍
な
も

の
と

し
て

い
る
。
古

い
誤

り
と
は
、
堕
落
し
た
意
志
が
外
か
ら
押

さ
え

つ
け
ら
れ
、
変

え
ら
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
、
と

い
う
考
え

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
根
本
的

に
誤

っ
て
い
る
。
ふ

つ
う
の
人
間
は
、

甚
大
な
損
傷
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
厳

し

い
強
制

に
耐
え
る

こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
堕
落

し
た
人
間
や
、
荒
れ
た
人
間
や
、
そ
し
て
、

異
常

な
衝
動

に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
人
間
は
、
も

っ
ぱ

ら
外
的
抑

圧
ば
か
り
を
受
け

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
バ
ラ

ン
ス
を
欠

い
た

人
間
と
な

っ
て
し
ま
う
。
確

か
に
、
そ
う
し
た
人
間

に
は
、
強
固
な
秩
序

が
必
要

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
を
前
進
さ
せ
る
よ
う
な
し

っ

か
り
し
た
や
り
方

で
秩
序

に
従

わ
せ
る
た
め

に
、
彼

に
と

っ
て
、
自
由

と
信
頼
が
も

っ
と
必
要

と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
更
に
、
自
尊
心

へ
の
訴

え
か
け
も
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
自
尊
心

の
本
性

に
よ
り
、
人
は
、
刺
激
さ
れ
て
も
極
端
や
過
度

に
は
至
ら
ず
、
意
志
薄
弱

に

陥

ら
な

い
の
で
あ

る
。
彼
は
、
溺
れ

て
い
る
人
が
空
気
を
必
要

と
す
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
自
尊
心

へ
の
訴
え
か
け
を
必
要
と
し
て

い

る
。
そ
し

て
、
彼
は
、
勇
気
づ
け

と
訓
練

を
切
に
必
要
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
我

々
は
そ

の
彼
を
信
頼
せ
ず

に
力

で
も

っ
て
、
彼
か
ら



自
分
を
守

ろ
う
と
す
る

の
な
ら
ば

、

　
　
　

彼

は
絶
望
す

る
。
」

②
次

に
、

「
指
導
者
と
生
徒

の
愛
情

に
満
ち

た
協

同
」

や
、
指
導
者

の

「
注
意

の
行
き
と
ど

い
た
監
督
」
を
心
が
け
た

と
い
う
、

フ
ェ

ル

ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価

に

つ
い
て
で
あ

る
が
、
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
の
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ
ス
で
の
実
践
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ヴ

ィ

ヘ

ル

ン
の
次

の
こ
と
ば

に
も
、

こ
の
評
価

の
妥
当
性
が
端
的

に
読
み
取
ら
れ

る
。

「
教
師

は
、
生
徒
が
獲
得
す

べ
き
精
神
的
財
産

の
豊

か
な
所
有
者

で
あ

る
。
ま
た
、
教
師

は
、
そ

の
技
術

で
生
徒

に

こ
う
し
た
宝

を

所
有
さ
せ

る
た
め
に
、
生
徒

に
自
分

の
愛
を
感

じ
さ
せ

る
よ
う
な
、
生
徒

の
友

で
あ

る
べ
き
で
あ

る
。
だ

が
、
救
護
施
設

で
は
、
教
師

は
、
単

に
そ
う

で
あ

る
だ
け

で
は
な
く
、
施
設

の
父

で
あ
り
、
生
徒
は
自
分

の
子
供

で
あ
り
、
家
族

で
あ
り
、
そ
し

て
、
彼
ら
が
熱
意

・

意
志

・
知
力

・
感
謝

の
気
持

ち
を
も

っ
て
こ
れ
ら

の
宝
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
、
彼

ら
に
宝
を
提
供

し
・
彼
ら
を
愛

で
満
た
す
も
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③
第

三

の
、
罰

に
お
け

る

「
棒

の
不
在
」

と
い
う
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル
ン
評
価

に

つ
い
て
。

ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
次

の
よ
う

に
言

っ
て

い
る
。

「
我

々
は
、
体
罰
を

つ
ら

い
虐
待
と

は
理
解

し
な

い
。
し
か
し
、
体
罰
と
言

っ
て
も
、

頭

へ
の
危

険
な
殴
打

で
は
な
く
、
棒

で
の
背
中

へ
の
殴
打

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ふ
だ
ん
は
、
懲
罰

の
器
具
は
使
用
し
な

い
。

…
た

い

て
い
の
子
ど

も
た
ち

に
お

い
て
は
、
体
罰
を
用

い
る
必
要
は
な

い
。
何

人
か
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
体
罰
を

一
度
だ

け
、
ち

ょ
う
ど
よ

い
時

に
、
厳
格

に
で
は
な
く
、
用

い
る
だ
け

で
十
分

で
あ

る
。
何
人
か

の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
体
罰
が
彼
ら
を
謙
譲

へ
と
導
く
た
め
に
、
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　を

一
度

用

い
る
だ

け
で
十
分

で
あ

る
。
」

ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、
子
ど

も

の
健
康

・
心
理
や
個
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
体
罰

の
乱

用
を
退
け

て
は

い
る
が
、

て
は

い
な

い
。
そ
し

て
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
棒
を
全
く

用

い
な

い
と

い
う
の
で
も
な

い
。

と
な
る
と
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
評
価
は
、
必
ず

し
も
適
切

で
あ
る
と

は
言
え
な

い
。

体
罰
す
べ
て
を
否
定
し

④

　
　
　

第

四

に
、
一
人

一
人

の

人
格

を

大

切

に

す

る

「人

格
的

原

理
」

(ユ
・。
・・
℃
Φ
g

三
喜

Φ
田

鼠

℃
)
を

保

持

し
た

と
考

え

る

フ

ェ
ル

ス
タ

ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
解
釈

に

つ
い
て
み

て
み
る
。

ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
、

子
ど
も

の
扱

い
に

つ
い
て
は
、

一
人

一
人

の
個
性
や
様
子
に
応
じ

て
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
を
肝
要
と
考
え

て
い

た
。

ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
に
は
、

一
般
的
規
則
は
あ

っ
た
が
、
個

々

の
子
ど
も

の
扱

い
に
お

い
て
規
則

の
形

式
的

.
一
律
的
適
用

は
で

き

る
だ
け
避
け
ら
れ

て

い
た
。
例
え
ば
、
罰
を
行
使
す
る
場
合
、
ラ
オ

エ
ス
・
ハ
ウ

ス
で
は
、
形
式
ば

っ
た
罰

の
規
則
は
な
か

っ
た
し
、

ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
か
ら

子
ど
も
が
脱
走

し
た
場
合
も
、
子
ど
も

の
扱

い
に

つ
い
て

「
と
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て

一
般
的

に
妥
当

す
る

　　
　

規
則
は
な

い
。
個

々
の
ケ
ー

ス
ご

と

に
対
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
さ
れ
る
。

こ
の

一
人

一
人

に
向

き
合

っ
た
対
応

に

つ
い
て
は
、

フ

ェ
ル
ス
タ
ー

の
言
う
通
り
で
あ

る
。



結
語

79フ ェル スター とヴィヘル ン

フ
ェ
ル
ス
タ
ー

の
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
解
釈

・
評
価
は
、

一
部
、
不
適

切
な
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
も

の
の
、
全
体
的

に
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ

れ

る
。

と

こ
ろ

で
、
す
で
に
み

て
き
た

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
の
だ
が
、

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
が

評
価
し
た
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の
教
育
論

及
び
教
育
実
践

に
お
け
る
、
自
由
精
神

の
教
育
、
指
導
者

と
生
徒

の
愛
情
に
満
ち
た
協

同
、
人
格
的
原
理
な
ど

は
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
に
お

い
て

一
般
人
間

陶

冶

の
言
説

で
多
く
が
語
ら
れ

て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
は
根
本
的

に
は
キ
リ

ス
ト
教
的
教
育

の
土
壌

で
考

え
て
い
る

の
だ

が
、
彼
は
ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
の
教
育
実
践

に
お

い
て
キ
リ
ス
ト
教
教
義

の
説
明
や
礼
拝
を
過
重

に
す
る

こ
と
は
避
け
、
信
仰

の
促
成

ハむ

栽

培
的
取

り
組

み
も

し
な
か

っ
た
。

ラ
オ

エ
ス

・
ハ
ウ

ス
の
教
育

の
精
神

の
多
く

が

(す

べ
て
で
は
な

い
)

一
般

人
間
陶
冶

の
言
説

で
語

る

こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
し
か
し
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神

で
も

っ
て
よ
り
深
く
、
時

に
は
付
加
的

に
語
る

こ
と
が

で
き
る
と

い
う
、

二
重
性
を
有
し

て
い
る
。

こ
の
二
重
性

の
内

に
、

フ

ェ
ル

ス
タ
ー

は
、
ヴ

ィ

ヘ
ル

ン
の

一
般
人
間
陶
冶

の
言
説
と
し

て
あ
る
程

度
語
り
う
る
教
育
的

思
惟

を
評
価
し

て

い
る
、
と
思
わ
れ

る
。
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